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「環境報告書」に見る印刷仕様傾向 
内藤はま子 

アルファ パートナー代表 〒700-0806 岡山市広瀬町 12-5 
E-mail: hamako0904@nifty.com 

あらまし  「環境報告書」の印刷仕様・環境マークは環境パフォーマンスそのものである。冊子は最新のエコプリンティング

を駆使し、表紙には環境マークをちりばめて、ある程度の環境負荷削減に取り組んでいるように見えるが、実態は

どうであろうか。A4版 45p・リサイクル紙・植物油の SOY INK使用・水なし印刷が平均的な環境トレンド印刷に

なっている。しかし、エコプリンティングの中身を理解しているとは思えない仕様もあり、「環境報告書」冊子作成

にはまだまだ環境配慮の余地があるように思える。その一方、環境マークは印刷ユーザーの環境パフォーマンスの

ブランドマークとしての地位を確立した。 

キーワード  「環境報告書」印刷仕様, SOY INK, Vegetable INK, 水なし印刷, バタフライマーク, FSC認証, 
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1. 「環境報告書」印刷仕様の問題  
1.1.  問題の所在  
「環境報告書」は環境情報の透明化を求めるという

時代の要請で年を追うごとに発行会社も増え続けてい

る。さらに環境省が策定した新しい「環境活動評価プ

ログラム（エコアクション 21）」では「環境活動レポ
ート（環境報告書）」の公表を必須としているので、こ

の動きは加速するであろう。企業の環境活動・環境情

報のコミュニケーション手段として、「環境報告書」は

市民などの求めるニーズにこたえるもの、第 3 者によ
る検証がなされるなど、透明性に加えて、充実した内

容になっている。公表手段としては、報告書作成やイ

ンターネット上でオープンになり、いまや企業の顔で

あるアニュアルレポートに匹敵する存在である。それ

ら最先端の環境情報が詰まった報告書の冊子がどれく

らい環境に配慮された製作をしているかを見ると、多

くは冊子印刷の実態を理解しないままに環境パフォー

マンスだけを求めている。それは印刷関連を取り巻く

正しい環境保全の考え方が、まだ十分いきわたってい

ないことを表している。 

1.2.  研究目的  
本調査研究では、2003 年度「環境報告書」冊子の印

刷仕様・表記を分析し、環境印刷の傾向を導き出し、

今後の環境印刷の予測と課題を明確にする。   
 

2. 方法  
「日経エコロジー」の資料請求と 2003 年 12 月開催

のエコプロダクツ展示会において「2003 年度版環境報
告書」を収集し、合計 85 社（プラスダイジェスト版の
5 冊）を、「版型」「インキ」「印刷方法」「用紙」「記載
されている環境表示」「外封筒（展示会配布物は除く）」

に分けて分析した（Table 8）。  
 

3. 結果と考察  
3.1.  報告書の「版型」 
ここでは、本文ページ数・冊子サイズ・表紙形態・

製本方式に分類して報告書の「版型」を調査した。  

3.1.1.本文ページ数  
まず 85 社の本文平均ページ数は 45p（ページ）。最

小は「ノーリツ鋼機㈱」の 12P、最大は「九州電力㈱」 
Ta ble 1 「環境報告書」の本文ページ数  
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の 104P である。Table 1 の散布図にあるように、40p
前後に集中している。  
報告書の名称が「環境報告書」以外に「環境・社会  

報告書」「サスティナビリティ報告書」など、CSR の  
中で環境

報告して

いる企業

も増えて

い る が

(Table 2）、 
それでペ

ージ数が

増えているわけではない。むしろ「環境報告書」を経

て洗練された結果と見れば、平均ページ数 50p も理解
できる。  

3.1.2.冊子サイズ  
冊子のサイズである版型は Table 3 に示すように、

A4 版が 94%と大多数を占めていた。世界企業である
「ソニー㈱」が、日本特有の版型であるＢ５サイズで

作成している

ことは興味深

い。コスト削

減を狙ったか、

紙の使用を減

らす目的かの

どちらかである。後者であれば、環境保全意識の高さ

を鑑みる。  

3.1.3.表紙形態  
「表紙形態」は 16 社が共表紙で、69 社が表紙は別

紙である。印刷の基本は 16p 単位か 8p 単位（1 台）。
表紙は 4P と計算するので、本文 28P・共表示・中綴の
「日立化成工業㈱」は 16p×2 台で、最も無駄の無い作
り方をしている。  

3.1.4.製本形態  
「製本形態」は Table 4 にあるように、無線綴じと

中綴じに別れた。冊子リサイクルあたっての障害は、

無線綴じ製

本に使用さ

れる「ホッ

ト メ ル ト

（樹脂性の

背糊）」という糊にある。  
古紙再生段階で、古紙を溶解し（離解）、異物を取

り除く工程の中で、中綴じで使用されている針金など

は溶けないので取り除きやすい。しかし、糊などは溶

けてしまい濾過の目を通る場合がある。糊が混入した

古紙パルプは、再生上のトラブルにつながる。そこで

環境に配慮したものとして、古紙再生時に分離除去の

容易なポリウレタン系糊、EVA 系糊（難細裂化ホット
メルト）で無線綴じの背糊が使用され始めている。製

本設備・稼働率低下などの課題もあり、急速な普及に

はいたっていない。今回は無線綴じの中で 5 社が EVA
糊を使用していた。「大日本印刷㈱」「凸版印刷㈱」の

大手印刷会社、「積水化学工業㈱」「富士写真フィルム

㈱」の関連企業は当然の経緯だが、「トヨタ自動車㈱」

もきちんと認識して採用しているのは見事である。  
また、「中ミシン綴じ」は、針金を使わない糸中綴

じ製本形態である。大手印刷会社「共同印刷㈱」で開

発された製本形態で、もともとは PL 対策であったも
のが、廃棄時の分別が不要だということで、環境配慮

型製本として着目されている。コストは割高なので、

広く普及するのは難しいかもしれない。  

3.2.インキ  
9 割が環境配慮型インキを使用している。その中で

も圧倒的に使われているのが「SOY INK（大豆油イ
ンキ）」である。他のものもすべて植物性インキである

が、「SOY INK」はアメリカ大豆協会認定インキで星
条旗付きのロゴマークが使用できるので、ここ 4~5 年
で急速な普及をみた（Table 5）。  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 印刷インキには石油系溶剤が含まれているがこの

一部を大豆油に替えたのが「SOY INK（大豆油イン
キ）」。インキは「顔料」「ビヒクル」「補助剤」の 3 要
素で成り立っている。ビヒクル（媒質）を構成する油・

樹脂・溶剤の「油」にオフセット枚葉インキは 20%以
上、輪転インキは 7%以上の大豆油が入っているもの
を「大豆油インキ」という。  
植物油にすることで、有機化合物の大気中への揮発  

が少なく、廃棄後の分解が容易で、古紙再生時の脱墨  
にも適しているというのが環境配慮の大きな要因であ

る。石油の天然資源と異なり、大豆・植物という生産

物からの供給が可能という点も環境負荷低減であると

評価されている。  
「Non VOC」のインキは大豆油含有率を 100%近くに
高めたもの。VOC とは鉱物油インキに含まれる揮発性
有機溶剤のことで、これが 1%以下のものを「ノン VOC
インキ」という（Table 6）。  

 

Ta ble 2 「環境報告書」の名称  
環境報告書  64+①  
環境・社会報告書  10 
サスティナビリティ  7 
CSR 1 
レスポンシブル・ケア活動  1 
環境・健康・安全報告書  2 
計（名称異なる ダイジェ
スト版 1 社含む）  

86 

Ta ble  3 「環境報告書」のサイズ  
Ａ４  80 
Ａ４変型  2 
Ｂ５  1 
四六変型  2 
計（ダイジェスト版除く）  85 

Ta ble  4 「環境報告書」の製本形態  
無線綴じ  45 
中綴じ  39 
中ミジン綴じ  1 
計（ダイジェスト版除く）  85 

Ta ble 5 インキ  
Vegetable INK（1件ダブり） 3 
Non VOC（2件ダブり） 6 
SOY INK（3件ダブり） 73 
石油系溶剤 15%以下 1 
エコマーク認定アロマフリー植物油 1 
再生植物油インキ（1件ダブり） 2 
表示なし 9 
計（85社+ダイジェスト版+6社） 91 
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Ta ble 6 「インキの組成比較イメージ」  
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さらに「オフセット印刷サービス」の発注ガイドラ  
インでは環境配慮型インキを以下のようにレベル分

けしている。  
レベル１･･・芳香族成分を含まない（ 1%以下）石油系
溶剤のみを使用しているインキ（アロマフリーインキ）

である。  
レベル２･･･植物油含有量 20%以上、または石油系溶剤
15%以下である（オフ輪インキ除く）。  
 特にレベル１の内容に加えて、石油系溶剤を亜麻仁

油、桐油、大豆油などの植物油で代替し、VOC 成分を
減らしたインキを使うことが望まれる。もともと溶剤

成分が少ない枚葉インキでは、石油系溶剤をまったく

含まないインキも製品化されて、このインキはレベル

２の中でも特に環境負荷の小さいインキといえます。  
82 社のレベルは様々だが、表示されたすべてが有害

物質を排除した環境インキを使用していることになる。

この中で注目されるのは「東京ガス㈱」「凸版印刷㈱」

が表示した「再生植物油インキ」。学校給食や外食産業

などで使用された大豆油を回収・精製し、印刷インキ

として再生したものを使用。資源再利用の観点に加え

て、性能面では従来インキと同等でかつ用紙リサイク

ルの工程では脱墨性にすぐれるという特長を持ち、一

歩進んだ環境配慮型インキといえる。  
 

3.2.  印刷  
 大きな変化を見せたのは「印刷」そのもの。24 社が
「Waterless Printing（水なし印刷）」を採用していた。
水なし印刷のシンボルマークである WPA 認定のバタ
フライマークが裏表紙を飾っている。  
 WPA 水なし印刷協会の日本支部が発足したのは

2002 年 5 月で、2003 年 12 月時点で 80 社の加盟と、わ
ずか 1 年半で急速な勢いを見せている。2002 年に「ト
ヨタ自動車㈱」が採用したことが火付け役になってい

る。  
 水なし印刷の特長は  
①  現像工程での現像液（BOD・COD）使用量の削減、
廃水量を削減  

②  オフセット印刷工程で大量に使用されてきた湿し

水（H 液・イソプロピルアルコールを含む）を「０」
にする という有害な有機溶剤を排出しない技術。 

「環境報告書」の注釈は、①②どちらかに限定されて

いて、両方を言及しているのは一握り。  
 

3.3 用紙  
 用紙は Table 7 に示すように、古紙使用が当たり前
になっているが、「古紙が環境にいいのか」「森林認証

制度」「白色度・ECF」の 3 点に分けて分析した。  

 

3.3.1 古紙が環境にいいのか  
 かつて製紙工場からの排水・煙は公害問題を引き起

こし、製紙業界あげて環境保全活動に取り組んできた。

現在では業界努力や技術進歩によりその問題は解決し

ているが、製紙原料である資源確保も製紙産業の歴史

そのものである。そこで古紙の再利用化を促進させ（製

紙原料として使用）、市場でも再生紙の使用は定着して

きた。それを反映して、今では環境マークの代名詞に

なっている「リサイクル 100%」「リサイクル 70%」の
マークが今回も主流を占めている。  
日本の古紙利用率は高く、製紙業界で掲げた 2000

年度までに古紙利用率を 56%までにするという目標を
1 年前倒しでクリアーし、新たに 2005 年度までに 60%
という高い目標達成も確実である。ただし 60%という
数値は、古紙回収限度を超え、海外の古紙需要急増と

の兼ね合いで今後もこのレベルが維持できるかどうか

は疑問だ。  
 ここ数年、製紙原料の半数を超える古紙だが、バー

ジンチップより古紙原料の方が、CO2 の発生が多い。

地球温暖化の風評にさらされている‘紙による森林伐

採’は間違っているが、リサイクルには化石燃料を使

用し、CO2 を多く排出する。古紙を多く使えば CO2 を

多く排出し地球に良くないと、端的には結論付けられ

ないが、天然資源使用と CO2 排出の問題は、今後も古

紙再生に付きまとう課題となる。主力製紙メーカーの

「環境報告書」は古紙を使用していない。  
 一方、非木材パルプ紙といわれるケナフ・バガスな

Ta ble 7 用紙  
古紙配合率 100% 66 
古紙配合率 70％ 1 
FSC認証紙 17.5% 3 
FSC認証紙 30.0% 8 
ケナフ 3 
古紙配合率 35%+バガス 50% 1 
エコマーク認定再生紙 1 
製紙会社自社推奨 2 
プラス白色度表示（70・76・82・83・84・85％） 13 
ECF（無塩素漂白パルプ） 4 
表示なし 1 
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ども森を守るという好印象を持つ紙ではあるが、実際

には需要と供給のアンバランスと輸送の問題で、ケナ

フは植えたけど刈り取れない、バガスは海外の小規模

工場では排水規制がクリアーできないので閉鎖するな

ど、当初の環境に良いというイメージとは一致してい

ないのも現状である。  

3.3.2 森林認証制度  
 製紙原料として 40～50%を占める古紙に対して、パ
ルプ材（木材）も変遷を遂げている。繊維の多い針葉

樹から広葉樹へ、丸太材木からチップへ、国内材木か

ら輸入材木へと、原料調達の中身は変化している。そ

して資源調達の安定確保を図るため、製紙業界では

2010 年までに国内外あわせて 55 万ヘクタールの植林 
を目標値に掲げている。  
 その一方で「持続可能な森林経営」が適切に行われ

ているか否かを第三者機関が評価する「森林認証制度」

が創設・運用されてきた。森林・森林管理者を評価す

るだけでなく、そこから生産された木材やパルプなど

から建築材・家具・用紙などを生産する過程や、印刷

などの 2 次加工・流通加工にいたるまでの管理を含ん
でいる（Figure 1）。  
 
   Figure 1 「FSC認証―印刷物の例」 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

FM 認証･･･森林管理認証  

CoC 認証･･･加工・流通過程の管理認証  

 
 日本の印刷会社では、2002 年に凸版印刷㈱などの大
手で FSC（Forest Stewardship Council）から CoC（Chain  
of Custody）認証されたの契機に印刷会社の認証取得が
増加してきている。2003 年 6 月には「緑の循環」認証
会議（SGEC＝Sustainable Green Ecosystem Council）が
日本独自の森林認証制度として発足。国内に見合った

森林経営と産出木材の循環利用の促進を目的として、

認証交付を行っている。  
 こういう森林認証の高まりを裏付けるように、11 社
が FSC 森林認証マークと解説を載せていた（パターン
化されたもの）。管理された森の間伐材などを使用して

いるので、古紙再生紙よりは環境負荷は少ないし、植

林や森林管理により炭酸ガスが吸収される（CO2 の固

定化）という地球温暖化への歯止めから、この森林認

証紙の動きは加速するものと思われる。  

3.3.3 白色度・ECF  
用紙原料の環境表示に加えて「白色度」を明記した

会社は 13 社になる（Table 7）。日本印刷産業連合会の
「オフセット印刷サービス」グリーン基準では、白色

度を考慮することが求められている。水準１では「白  
色度 70%程度（±4%）」、水準 2 でも「白色度 80%程度
（±4%）」のグリーン基準を打ち出している。紙を白  
くするには漂白に使う薬品とエネルギーが必要で環境

負荷が増大し、リサイクルの意味も薄れる。  
古紙製造過程以外にも漂白パルプは使用される場

合もある。従来からパルプ漂白は塩素ガス（C12）を
使い漂白してきたが、塩素ガスを使用しないで二酸化

塩素を主体にオゾン・酸素を組み合わせて漂白する方

法が ECF（Elementally Chlorine Free）。有機塩素化合物
をほとんど発生させない ECF へ転換する動きが進み、
2005 年頃までには転換が終了する見込み。  

ECF（無塩素漂白）パルプ使用を言及した会社は「ト
ヨタ自動車㈱」「日本製紙㈱」「北陸製紙㈱」「セイコ

ーエプソン㈱」の４社。  
 

3.4 環境マーク 
 8 社以外は裏表紙に何らかの環境マークをつけてい
た。つまり 9 割が環境マークをつけている。最も多か
ったのは「日本製紙㈱」で 7 種類。「バタフライマーク」
「SOY INK」は流通しているマークだが、それ以外
の「植林・認証森林」「無塩素漂白利用」「バイオエネ

ルギー利用」「環境 ISO 工場」「ゴミゼロ工場」は説明
がなければ知らないマークである。流通マークでは「ト

ヨタ自動車㈱」「旭硝子㈱」の 4 つである。  
 種別では「SOY INK」が 68 社、「リサイクル 100%」
マークが 60 社、「バタフライマーク」が 24 社、「GPN
グリーン購入ネットワーク」15 社と続く。  
 

3.5 外封筒  
 送付方法は郵送・トラック便（メール便）に分かれ

たが、外封筒は環境を意識してすべてクラフト封筒で

共通していた。  
特筆すべきは、5 社が外封筒無しで、冊子の小口側

に剥離テープ止め、宛名ラベルも表紙にベタ貼りとい

う形で、ヤマト（エコメール）・佐川急便の（グリーン

エコメール）で届けられた。  
 

4.結論  
 エコプロダクツの中で行われていた「環境報告書展

2003」では 270 社が名前を連ねていた。ＣＳＲ・サス
ティナビリティー的なものから環境報告書まで、名前

FSC（森林管理協議会）

認証期間

認定

林業者

製紙会社

パルプ

印刷会社

消費者

印刷物

用紙

COC認証

COC認証

FM認証

認証

認証
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はさまざまだが環境情報を冊子形式で提供する形が普

及していることを物語っている。  
 ここでは 85 社を分析した。「環境報告書」冊子形式
は A4 版 45 ページ、古紙配合率 100%の再生紙に Non 
VOC（大豆油）インキを使用し、水なし印刷、製本形
態は無線綴じ、裏表紙に環境マークを表示し、クラフ

ト封筒に入れて送付する。これが平均的な「環境報告

書」印刷スタイルである。  
 市場の環境動向に対応するように、印刷産業の動き

が活発になり環境配慮型の新しい提案が見られるよう

になった。今後のエコプリンティングの行方を整理す

ると次のようになる。  
①大豆油インキ使用するものから、Non VOC の環境配
慮型インキへの移行が進んでいる。また「再生植物油

インキ」は植物油のリサイクルというゼロエミッショ

ンかつ再生紙製造工程での脱墨性にすぐれるという特

長を持つインキがでてきたこともインキ業界にとって

は画期的なことである。普及するかどうかは、印刷適

正・効率化・コストにある。開発主体が大手印刷会社

である凸版印刷㈱なので、一般に適用できるレベルに

なるか環境パフォーマンスのみかは今後に注目したい。 
②「Waterless Printing（水なし印刷）」は、2003 年度の
トレンドである。これは印刷会社にとってのメリット

が高い。つまり環境問題として気を使う下水廃水の処

理に画期的な環境負荷削減であるということ。そして

水にインキ（油）がはじくという従来のオフセット印

刷技術から、シリコン層にインキがのらないという新

技術で、インキが水でにじまないために印刷品質をあ

げるという印刷本来の仕事に有益であるからである。

来年の「環境報告書」にはバタフライマークが半数を

超え、「環境報告書」には「水なし印刷」というスタイ

ルが定着するのも時間の問題。  
③「古紙は当たり前」からの変化が見られたのが、FSC
認証用紙。これは用紙の環境配慮だけにとどまらず、

その取り扱い先である印刷会社に CoC 認証を必要と

するという、管理された紙であり、他とは違うという

環境パフォーマンスからは相当の差別が図れる。  
③白色度の問題は、ECF（無塩素漂白）への転換が進
むので、白色度表示も当たり前になっていく。  
後は塩素系物質を全く使わずに漂白する「 TCF

（Totally Chlorine Free）」が紙の繊維が弱くなる課題を
克服できれば ECF を超えるものになるであろう。  
④外封筒無しの配送方法も、環境問題だけでなくコス

ト削減からも期待できる。郵便法では 4 辺を止めなけ
ればならないが、トラックのメール便では可能だ。運

送会社は今年の実績から、アプローチしてくると思わ

れるので、来年度はさらに展開されそうだ。  
 

5.まとめ 
 「環境報告書」は環境パフォーマンスとアカンタビ

リティそのものである。パフォーマンス・アカンタビ

リティを示す手段としては「環境マーク」が最も有効

である。しかし本当に環境に配慮するのであれば、無

駄のない紙取り、ページ数を前提とした上でエコプリ

ンティングされるはず。そういう点では各社ともにま

だまだ環境配慮の余地がある。これだけエコプリンテ

ィング技術が進化しても、ページ数が多かったり、ペ

ージ構成の台数が多ければ、素材以前に紙の無駄使い

という逆のイメージを与えかねない。印刷会社サイド

としては、ページ数・台数が多ければ多い程、売上げ

に直結するので、印刷会社が台割りに介在して積極的

提案が出来ない板ばさみ状態にある。これは、ユーザ

ーである企業サイドが積極的な意志と台割り知識を持

たなければ改善されない。  
環境マークは印刷ユーザーの環境パフォーマンス

のブランドマークとしての地位を確立した。今後の傾

向としては、他社との差別化を図るために派手なマー

クへ移行するであろう。アメリカ大豆油協会の星条旗

付きマーク、バタフライマーク、FSC マークのように
インパクトが強いものが台頭しそうである。インキで

は、Non VOC・ベジタブルマークはわかりやすいので
星条旗マークを超えられるかもしれない。  
最後に「トヨタ自動車㈱」の環境報告書は、最新の

環境印刷仕様で作成され、環境負荷削減効果を理解し

たアカンタビリティーを十分果たした環境パフォーマ

ンスで圧巻であった。  
 

参考資料  
［1］ 内藤はま子 ,“「環境報告書」に見る印刷傾向” ,印

刷ビジネスレポート tomorrow,pp18-19, 2003 年 11
月号  

［2］ 株式会社久社「環境対応印刷」パンフレット  
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Table 8  2003年度「環境報告書」印刷仕様比較一覧 
会社名 名称 版型 インキ 印刷方法 用紙 表示マーク 注釈 外封筒

1 東京電力㈱
TEPCO環境行
動レポート

A4,84p+A
4〈110〉
綴込み、
表紙別
無線綴

Vegetable
INK
再生植物イ
ンキ

waterless
printing

FSC認証紙17.5％

Vegetable　Ink
for　waterless
printing（Non
Volatile
Compounds）
バタフライマーク
FSC認証

このレポートはFSC認証紙と再生植物油インキ
を使用し、水なし印刷方式で印刷していま
す。

クラフト封筒

2 ㈱西友
サスティナビ
リティー・レ
ポート

A4,64p、
表紙別
無線綴

SOY　INK
waterless
printing

古紙配合率100％
SOY　INK
バタフライマーク
リサイクル100

このパンフレットは、古紙配合率100%の再生
紙、環境に配慮した「植物性大豆油インキ」
を使用し、水を使わない技法で印刷していま
す。

クラフト封筒

3 富士通㈱
環境経営報告
書

A4,60p、
表紙別
無線綴

石油系溶剤
比率15％以
下

＿ 古紙配合率100％ リサイクル100
10０%再生紙および石油系溶剤比率15％以下の
インキを使用しています。

クラフト封筒

4 損保ジャパン㈱
社会・環境レ
ポート

A4,36p＋
2つ折＋
16p＋2つ
折＋
16p、
表紙別
無線綴

SOY　INK ＿
古紙配合率100％
白色度76％

SOY　INK
リサイクル１００

このレポートは、エコマーク認定の古紙配合
率100%、白色度76%の再生紙と大豆油インキを
使用して印刷しています。

クラフト封筒

5
セイコーエプソ
ン㈱

サスティナビ
リティー・レ
ポート

A4,68p
（巻頭両
観音2P、
表紙別
中綴

Vegetable
INK
SOY　INK

waterless
printing

古紙配合率100％
白色度70％

SOY　INK
NON　VOC　for
waterless
printing
バタフライマーク
リサイクル１００

古紙配合率100%白色度70%で、ECF（無塩素パ
ルプの再生紙を）使用しています　石油系溶
剤をまったく使用しないVOC（揮発性有機化合
物）ゼロの植物油インキを使用しています
印刷工場での有害廃液を出さない、水なし印
刷で行っています。

クラフト封筒

6 ㈱日立
環境経営報告
書

A4,40p、
表紙別
中綴

SOY　INK
waterless
printing

古紙配合率100％

SOY　INK
リサイクル１００
GPN(グリーン購入ネッ
トワークの会員です）

古紙100%再生紙を使用し、「大豆インキ」で
印刷しています。本報告書は「日立循環再生
紙」を使用しています。

クラフト封筒

7 キリンビール㈱ 環境報告書
A4,40p、
表紙別
無線

SOY　INK
waterless
printing

古紙配合率100％
SOY　INK
バタフライマーク
リサイクル１００

この報告書は古紙配合率１００％の再生紙と
アメリカ大豆協会認定の大豆油インキを使用
し、水を使わない技法で印刷しています。

クラフト封筒

8 日産自動車㈱
環境・社会報
告書

A4,60p、
表紙別
無線

SOY　INK ＿ 古紙配合率100％

SOY　INK
リサイクル１００
GPN(グリーン購入ネッ
トワークの会員です）

＿ クラフト封筒

環境報告書
A4,44p、
表紙別
中綴

SOY　INK ＿ 古紙配合率100％

SOY　INK
リサイクル１００
GPN(岡村製作所は印刷
サービスのグリーン購
入に取り組んでいま
す）

＿ クラフト封筒

ダイジェスト
環境報告書

A4、長４
ツ両観音

SOY　INK ＿ 古紙配合率100％

SOY　INK
リサイクル１００
GPN(岡村製作所は印刷
サービスのグリーン購
入に取り組んでいま

す）

＿

10 大王製紙㈱ 環境報告書
A4,32p、
表紙別
中綴

＿ ＿ 古紙配合率100％ ＿
このパンフレットは当社古紙100%再生紙（グ
リーンユトリロマット100）を使用しています。

クラフト封筒

11
日興コーディア
ル

サスティナビ
リティーレ
ポート

A4,32p、
共表紙
中綴

SOY　INK ＿ 古紙配合率100％
SOY　INK
リサイクル１００

この資料は環境に優しい大豆インキを使用し
て印刷しています。

クラフト封筒

12 ㈱荏原製作所 環境レポート
A4,40p、
表紙別
無線

SOY　INK ＿
古紙配合率100％
白色度70％

SOY　INK
リサイクル１００

このレポートには、100%再生紙、白色度70%を
使用しています。インキは環境負荷の小さ
な、植物性大豆インキを使用しています。

クラフト封筒

13 旭硝子㈱ 環境報告書

A4変
型,52p、
共表紙
無線

SOY　INK
NON　VOC

waterless
printing

古紙配合率100％

SOY　INK
NON　VOC　(for
waterless
printing）
リサイクル１００
GPN(グリーン購入に取
り組んでいます）

＿ クラフト封筒

14 ㈱東芝 環境報告書
A4,48p、
表紙別
無線

SOY　INK ＿ 再生紙 SOY　INK
このパンフレットは再生紙を使用していま
す。

クラフト封筒

15 大成建設㈱ 環境報告書
A4,36p、
表紙別
中綴

SOY　INK
waterless
printing

古紙配合率100％

SOY　INK
リサイクル１００
GPN(グリーン購入ネッ
トワークの会員です）

＿ クラフト封筒

16 鹿島建設㈱ 環境報告書
A4,36p、
表紙別
中綴

SOY　INK
waterless
printing

エコマーク認定
再生紙

SOY　INK
バタフライマーク
エコマーク

この報告書は、エコマーク認定の再生紙を利
用、有害な廃液の出ない水無し平版印刷方式
で、環境にやさしい大豆油インキで印刷して
います。

クラフト封筒

17 三菱電機㈱
環境・社会報
告書

A4,44p、
表紙別
（片観
音）
中綴

SOY　INK ＿ 古紙配合率100％
SOY　INK
リサイクル１００

＿ クラフト封筒

9 ㈱岡村製作所
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会社名 名称 版型 インキ 印刷方法 用紙 表示マーク 注釈 外封筒

18 ㈱リコー 環境報告書
A4,82p、
表紙別
無線

Vegetable
INK

waterless
printing

FSC認証紙17.5％
Vegetable　INK
バタフライマーク
FSC認証

＿
小口に剥離テープ・宛名
ラベルも表紙にべた貼り
で剥離（佐川急便）

19 トヨタ自動車㈱ 環境報告書
A4,84p、
表紙別
無線

SOY　INK
waterless
printing

古紙配合率100％
白色度70％

SOY　INK
VOC　FREE(T＆K）
バタフライマーク
リサイクル１００

〔編集・製版・刷版〕
製作をCTP化し、製版工程のポリエステル・ア
セテートフィルムの使用を全廃しました。こ
れに伴いフィルム現像時のアルカリ性現像
液・酸性定着液も不要となりました。
〔印刷〕
印刷現像時にアルカリ性現像液・酸性定着液
が不要で、インキ転写時にイソプロピルアル
コールなどを含む湿し水が不要な、水なし方
式を採用しています。　用紙：エコマーク認
定の古紙配合率100%の再生紙を使用していま
す。白色度は70%、漂白のための塩素は使用せ
ず、表面加工および特殊コーティングも施し
ていません。　インキ：インキの石油系溶剤
（従来一冊あたり約1.48ｇ使用）を豆油主体
とした植物油系溶剤に100%置き換え、VOC（揮
発性有機化合物）FREEとしました。またイン
キに鉛・水銀・カドミウム・6価クロムなどの
重金属は使用していません。
〔加工製本〕
製本用接着剤は古紙再生時に分離除去が容易
なポリウレタン系の接着剤を使用していま
す。また加工時の断裁によって発生する余白
紙1,740kgは製紙会社へ送り、古紙として再生
紙の原料にしました。
本報告書の編集および印刷にあたっては
ISO14001の認証を取得した会社工場で実施し
ました。

クラフト封筒

20 アスクル㈱ 環境報告書
A4,24p、
表紙別
無線

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ クラフト封筒

21 ソニー㈱ CSRレポート

B5,68＋6
＋6p、
表紙別
無線

NON　VOC
waterless
printing

古紙配合率100％
（一部100％雑誌
古紙含）

＿

10０%古紙再生紙使用（データ集部分は100%雑
誌古紙）　　VOC（揮発性有害化合物）ゼロ植
物油型インキ使用
有害な廃液の出ない水なし印刷方式を採用

クラフト封筒

22 近畿環境興産㈱ 環境報告書

A4,38p、
表紙別
（見返
し）
無線

SOY　INK ＿ 古紙配合率100％
SOY　INK
リサイクル１００

＿ クラフト封筒

23 明治製菓㈱ 環境報告書
A4,24p、
共表紙
中綴

SOY　INK
waterless
printing

FSC認証紙
30％

SOY　INK
バタフライマーク
FSC認証

印刷版の作成時に有害な現像液を使わず、ま
た印刷の際にイソプロピルアルコールなどを
含む湿し水が不要な水なし印刷を採用してい
ます。　　　廃棄後の分解が容易で用紙を再
生する際の脱色に適している大豆油インキを
用いることで有機化合物の使用を少なくしま
した。　　　　　　　　　　　この印刷物に
使用されている用紙は木材繊維の30%以上は適
切に管理された森林からの生産物です。適切
に管理された森林とは、FSC（Forest
Stewardship　Council）の規定に従い、独立
した機関により認証された森林を指します。

クラフト封筒

24 富士通㈱
社会・環境報
告書

A4,56p、
表紙別
無線

NON　VOC
waterless
printing

古紙配合率100％

NON　VOC　(for
waterless
printing）
GPN(グリーン購入に取
り組んでいます）

本報告書は、古紙100%の再生紙を使用してい
ます。VOC（揮発性有機化合物）成分ゼロの
100%植物油インキを使用しています。（GPN-
GL１４「オフセット印刷サービスガイドライ
ン準拠）また、印刷は印刷工程での有害廃液
を出さない「水なし印刷」を使用していま
す。

クラフト封筒

環境報告書
A4,58p、
表紙別
無線

SOY　INK ＿ 古紙配合率100％

SOY　INK
リサイクル１００
GPN(グリーン購入に取
り組んでいます）

＿

ダイジェスト
A4,16p、
表紙別
中綴

SOY　INK ＿ 古紙配合率100％

SOY　INK
リサイクル１００
GPN(グリーン購入に取
り組んでいます）

＿

26 川崎汽船㈱ 環境報告書
A4,20p、
共表紙
中綴

SOY　INK ＿
古紙配合率100％
白色度83.0％

＿

この冊子は古紙含有率100%の再生紙（白色度
83.0%）を使用しています。また石油資源保護
と大気汚染の原因となるVOC（揮発性有機化合
物）の発生を防ぐために植物性の大豆油イン
キを使用しています。

クラフト封筒

27
㈱大和證券グ
ループ

持続可能性報
告書

A4,38p、
表紙別
無線

＿ ＿ FSC認証紙30.0％ FSC認証

この製品の製造に使用されている用紙に含ま
れる木材繊維の30%以上は適切に管理された森
林から切り出されたものです。適切に管理さ
れた森林とは、FSCの規定に従い、独立した機
関により認証された森林を指します。

クラフト封筒

クラフト封筒25 サントリー㈱
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会社名 名称 版型 インキ 印刷方法 用紙 表示マーク 注釈 外封筒

28
東京海上火災保
険㈱

環境報告書
A4,28p、
表紙別
中綴

SOY　INK ＿
古紙配合率100％
白色度83.0％

SOY　INK
リサイクル１００

この冊子は古紙配合率100%、白色度70%の再生
紙および成分解性に優れたアロマフリー方大
豆油インキを使用して作られました。

クラフト封筒

29 平和紙業㈱
環境活動報告
書

A4変
型,16P(2
10×210
）
表紙別
中綴

SOY　INK ＿

古紙配合率35％+
バガス50％
古紙配合率70％
エコマーク認定

非木材紙普及協会
TREE　ＦＲＥＥ
ECOLOGY　PAPER
SOY　INK

＿ クラフト封筒

30 ヤマト運輸㈱ 環境報告書

A4変
型,52p、
表紙別
無線

SOY　INK ＿ FSC認証紙30.0％
SOY　INK
VOC成分ゼロ
FSC認証

この製品の表紙に使用されている用紙に含ま
れる木材繊維の30%以上は適切に管理された森
林から切り出されたものです。適切に管理さ
れた森林とは、FSCの規定に従い、独立した機
関により認証された森林を指します。

クラフト封筒

31 大日本印刷㈱ 環境報告書
A4,72p、
表紙別
無線

SOY　INK
waterless
printing

FSC認証紙30％

SOY　INK
FSC認証
GPN(グリーン購入に取
り組んでいます）

用紙：CoC認証紙　　インキ：大豆油インキ
（ザ・インクテック株式会社SOYBI
Waterless）　　印刷の版：CTP出力による
フィルムレス方式　　印刷：印刷時に有害な
廃液が出ない「水なし印刷」　　製本：リサ
イクル対応ホットメルト使用の無線綴じ

クラフト封筒

32 宝酒造㈱
緑字決算報告
書

A4,長6ツ
＋12p、
共表紙
中綴

ー ー
ケナフ（非木材
紙）

ー
本誌はケナフ（非木材紙）を使用していま
す。

クラフト封筒

33
㈱日本航空シス
テム

環境報告書
A4,40p、
表紙別
無線

SOY　INK
VOC成分ゼ
ロインキ

ー 100%再生紙
SOY　INK
VOC成分ゼロインキ
リサイクルマーク

ー

クラフト封筒　100%雑誌
古紙再生紙（無脱墨　無
漂白　無着色）再生可
VOC１％未満　水性フレキ
ソインキ使用

34 凸版印刷㈱ 環境報告書
A4,60p、
表紙別
無線

再生植物油
インキ

ー FSC認証紙30.0％
FSC認証
GPN(グリーン購入に取
り組んでいます）

表紙にはFSCの説明。本文中に「日印産連『オ
フセット印刷サービス』グリーン基準」（水
準-2）に基づいて印刷と具体的に環境配慮に
ついて工程ごとに説明。

クラフト封筒

35 北越製紙㈱ 環境レポート

A4,24p、
ｲﾝﾃﾞｯｸｽ
表紙別
無線

ー ー
無塩素漂白パル
プ

エコパルプ ー クラフト封筒

36 丸紅㈱ 環境報告書
A4,24p、
共表紙
中綴

SOY　INK ー 古紙配合率100％
SOY　INK
リサイクル１００

ー クラフト封筒

37 日立化成工業㈱ 環境報告書
A4,28p、
共表紙
中綴

SOY　INK ー 古紙配合率100％
SOY　INK
リサイクル１００

ー クラフト封筒

38
㈱イトーヨーカ
ドー

環境報告書

A4,66p、
表紙別
（片観
音）
無線

SOY　INK
waterless
printing

古紙配合率100％
SOY　INK
バタフライマーク
リサイクル１００

ー

クラフト封筒でなく、小
口に剥離テープ・宛名ラ
ベルも表紙にべた貼りで
剥離（エコメール：ヤマ
ト運輸）

39
㈱ファミリー
マート

環境報告書
A4,52p、
表紙別
中綴

SOY　INK
waterless
printing

古紙配合率100％
白色度84％

SOY　INK
バタフライマーク
リサイクル１００

この報告書は、古紙配合率100％の再生紙（白
色度84％）、VOC（揮発性有機化合物）の発生
を低減する植物性大豆油インキ、廃液を出さ
ない水なし印刷を採用しています

クラフト封筒でなく、小
口に剥離テープ・宛名ラ
ベルも表紙にべた貼りで
剥離（グリーンエコメー
ル：佐川急便）

サスティナビ
リティー・レ
ポート

A4,44p、
表紙別
中綴じ

SOY　INK ＿ 古紙配合率100％
SOY　INK
リサイクル１００
エコマーク

・古紙配合率100％の再生紙を使用していま
す・揮発性有機化合物の抑制と紙のリサイク
ル性に優れた「大豆油インキ」を使用してい
ます・エコマーク認定されています

環境報告書
A4,44p、
表紙別
中綴

SOY　INK ＿ 古紙配合率100％
SOY　INK
リサイクル１００
エコマーク

・古紙配合率100％の再生紙を使用していま
す・揮発性有機化合物の抑制と紙のリサイク
ル性に優れた「大豆油インキ」を使用してい
ます・エコマーク認定されています

41
住友ベークライ
ト㈱

環境報告書

A4,32p、
共表紙
中綴

SOY　INK ＿ ケナフ１００％
SOY　INK
非木材紙普及協会

この冊子は地球環境保護のため、ケナフ100%
の非木材紙、植物油インキを使用していま
す。

クラフト封筒

42
大和ハウス工業
㈱

環境報告書
A4,40p、
共表紙
無線

SOY　INK ー 古紙配合率100％
SOY　INK
リサイクル１００

ー クラフト封筒

43 横浜ゴム㈱ エコレポート
A4,36p、
表紙別
無線

SOY　INK ー 古紙配合率100％
SOY　INK
リサイクル１００

ー クラフト封筒

40 佐川急便㈱ クラフト封筒

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




